
～「ひとりだち」する生徒を目指して ～

今年６月に行われた平成２１年度第１回（通算５回）の日本語検

 

定で、埼玉県川越市立養護学校の生徒が団体受検し、ほぼ全員

 

が見事「合格」した。「日本語検定委員会賞」を受賞した同校の山

 

浦秀男校長に、受検のいきさつなどをうかがった。
（インタビュアーは時事通信社記者・牧俊朗）

《学校のご紹介を願えますか》

本校は、今年で４６年目を迎え、県内で一番歴史のある特別支

 

援学校です。高等部単独設置校で、学校教育目標である「ひとり

 

だちする生徒」を目指して、軽度の知的障害の子どもたち４８人が

 

学んでいます。近隣の市町からも電車やバスを利用し、中には片

 

道１時間以上かけて通学している生徒がいます。
日々の学習では、国語や数学、音楽、美術、体育の題材学習

 

の他、生活単元学習、作業学習などを行っています。
作業学習は、生徒が卒業して

から社会に出て働く力をつけるた
めの学習で、５つの作業班に分か
れ、週８時間行っています。
この他、各学期１週間ずつ、学校
が工場のようになり外注作業を行う
校内実習や、生徒一人ひとりが会
社や作業所などに出かけ、２週間
程度仕事を経験する実習も３年間
で７回あります。

《６月に行われた日本語検定の団体受検で生徒のほぼ全員が

 

７級に合格し、うち２人が満点をとり「日本語検定委員会

 

賞」を受賞したとうかがっています。そもそも日本語検定を

 

受検しようとしたきっかけをお聞かせ下さい。教師や生徒は

 

日本語検定に何を期待していたのでしょうか》

私たちは、３年間で子どもたちをひとりだちさせるために

 

は、何が必要かを考えて教育活動に取り組んでいます。社会

 

でひとりだちして働いて生きていくためには、きちっとした

 

あいさつができることや体力のほかに、ある程度の学力が必

 

要です。そうでないと企業側は受け入れてくれません。
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山 浦 秀 男

 

校 長 先 生

学 校 概 要

○創立

 

昭和39年
○生徒数

 

48名
○学校所在地
〒350-0052
埼玉県川越市宮下町1丁目19番地

昭和39年に知的障害のある生徒が学

 

ぶ学校として開校。今年で46年目の埼

 

玉県内で一番歴史のある高等部の単独

 

設置校。
学校教育目標「ひとりだちする生徒」

 

の育成を目指し、３つの大事（・自分を

 

大事に

 

・人を大事に

 

・ものを大事に）

 

を掲げた教育活動を展開している。

 

知的障害のある生徒が、個々の能力

 

や可能性を最大限に伸ばし、よりよい人

 

格形成を図り、社会的自立の実現をめ

 

ざして、障害に基づく種々の困難を改

 

善・克服する教育活動を重視している。

 

卒業生は６００名を越え、その多くが一

 

般就労者として社会の中で活躍してい

 

る。

生徒作品(一例）

『これまでそういった級のようなものを取得した経験の

 

ある生徒は少なかったので、「やった、合格した！」と

 

喜んでいましたし、大きな自信になったと思います。』



今回、日本語検定があるという話しをうかがった時に、生徒たちが受検し、認定されること

 

で「日本語」に自信を持つきっかけになるとともに、就職の際に事業所の方に生徒を理解して

 

いただく資料になればと考え、学校を挙げて取り組んでみようということになり、まず７級を

 

受検しました。
実際に行ってみて、教師にとっても、日本語の理解力や常識に関する個々の生徒の状況を把

 

握することができ、今後の教育活動を行うに当たっての資料を得るよい機会になったと考えて

 

います。
社員教育の厳しさで知られる大手喫茶チェーンに就職が内定した生徒もいます。

◇さらなるステップ・アップを目指す

《合格した生徒やその保護者、先生らの反応はどうでしたか。受検に向けて特別な学習はした

 

のでしょうか》

誰も予想できない結果でした。今回の受検に向けて、特別な学習を行うと言うことはありま

 

せんでした。だからこそ、予想していた以上に多くの生徒が合格することができたことに保護

 

者も含めた皆がうれしい驚きを感じるとともに、生徒の力を再認識することが出来ました。生

 

徒にとっても、これまでそういった級のようなものを取得した経験のある生徒は少なかったの

 

で、「やった、合格した！」と喜んでいましたし、大きな自信になったと思います。

《今後も、生徒に受検をお勧めでしょうか》

次のステップとして、希望者を募って６級を受検することで話が進んでいます。生徒の半数

 

近くが受検する予定です。

《前職が川越市教育長という地域の教育行政に携わる実質的な最高責任者の立場にあったとう

 

かがっていますが、最近の子どもたちの国語力についてどうお考えでしょうか》

子ども達の国語力が低下していることは痛切に感じています。本に親しむ機会が減ったこと

 

が影響していると思います。学校によっては、教育活動の中で本や新聞などを読むことによっ

 

て効果を上げているところもあるので、本校でもボランティアの協力なども得て、実践してみ

 

ようと思います。

以上
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